



















本論は主要部分において 2 つの部分に分かれている。第Ⅰ部（第 1 章、第 2 章）では、
農業労働力一般についての動向を昭和 50年代後半頃まで通覧して、関連する政策の基盤が
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博士（政策研究）= Doctor of Policy Studies の学位を授与すべきであるという判断が下
された。その後、「はじめに」「おわりに」が大幅に書き直されたほか、本文の章立てが
簡略化されるとともに、記述内容が大幅に整理されるなど、審査委員会の指摘に沿った修
正が行われたことを各審査委員が承認し、修正された最終版が提出されたことを主査が確
認した。 
 
